
歴
史
調
査
の
楽
し
み
方 

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館 

館
長 

大 

田 

幸 

博 

（
元
・
菊
水
町
史
編
纂
委
員
会
副
委
員
長
） 

ひ
　
　
　
　
　 

び
ら                  

じ
ょ
う              

あ
と 

年
の
２
月
22
日
で
し
た
。
当
時
、

日
平
城
調
査
担
当
者
の
居
石
裕

臣
さ
ん
（
町
教
委
・
参
事
）
が
、

　
浦
で
の
聞
き
込
み
内
容
を
、
現
場
で
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
日
平

城
の
頂
上
か
ら
、
北
々
東
に
見
え
る
城
山
は
、

日
平
城
よ
り
も
城
地
と
し
て
の
、
認
識
度

が
、
む
し
ろ
高
い
」
と
の
情
報
に
驚
き
ま

し
た
。
城
山
の
存
在
は
、
以
前
か
ら
分
か

っ
て
い
ま
し
た
が
、
同
じ
山
に
あ
る
の
で
、

「
日
平
城
の
砦
だ
ろ
う
」
く
ら
い
の
認
識

で
し
た
。
自
然
地
形
を
利
用
し
た
「
物
見

の
場
」
と
思
い
ま
し
た
の
で
、
調
査
を
先

送
り
に
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、

話
し
を
聞
く
と
、
単
な
る
砦
で
は
な
く
、
確

た
る
縄
張
り
が
期
待
で
き
そ
う
な
感
じ
が

し
ま
し
た
。
俄
然
、
興
味
が
湧
き
ま
し
た
。 

　
大
き
な
縮
尺
の
地
形
図
で
場
所
を
再
確

認
す
る
と
、
双
方
の
頂
上
間
の
距
離
は
、

３
８
０
ｍ
。
標
高
は
、
城
山
が
１
３
５
ｍ

ほ
ど
低
く
、
そ
こ
に
至
る
に
は
、
一
旦
、

標
高
２
６
０
・
５
ｍ
の
谷
間
に
下
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
山
城
調
査
は
、

手
順
を
踏
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
地
元
の

方
の
案
内
が
不
可
欠
で
す
。
段
取
り
を
、

居
石
さ
ん
に
、
頼
み
ま
し
た
。 

〔
城
山
に
登
る
〕
３
月
８
日
の
調
査
日
で

し
た
。
　
浦
区
長
の
水
上
節
雄
さ
ん
が
、

現
場
に
見
え
ら
れ
ま
し
た
。
有
難
い
事
で

す
。「
子
供
の
頃
は
、
よ
く
城
山
に
登
り
ま

し
た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
心
強
い
限
り

で
す
。
水
上
さ
ん
の
案
内
で
、
日
平
城
の

山
頂
か
ら
城
山
を
目
指
す
事
に
な
り
ま
し
た
。 

　
急
な
岩
場
の
山
腹
を
下
る
と
、
谷
間
に

出
ま
し
た
。
２
段
の
小
段
が
あ
っ
て
、
一

番
低
い
所
に
出
る
と
、
凹
地
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
数
ｍ
幅
で
、
堀
切
に
見
え
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
尾
根
は
、
上
が
り
に
転
じ
ま
し

た
が
、
緩
傾
斜
地
を
造
成
し
た
小
段
の
上

は
、
直
ぐ
に
、
小
山
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

そ
こ
は
、
風
倒
木
が
足
の
踏
み
場
も
無
い

ほ
ど
に
重
な
り
合
っ
て
い
た
の
で
す
。
水

上
さ
ん
も
、
苦
笑
い
で
す
。
や
っ
と
の
思

い
で
通
り
抜
け
ま
し
た
が
、
尾
根
は
、
再

度
、
小
規
模
な
凹
地
と
な
っ
て
、
そ
れ
か

ら
、
一
直
線
の
登
り
に
な
り
ま
し
た
。
起

伏
が
無
く
、
固
い
地
面
に
は
、
一
面
に
落

ち
葉
が
堆
積
し
て
い
ま
し
た
。
足
が
か
り

も
無
く
、
足
に
力
を
入
れ
て
、
喘
ぐ
様
に

登
り
ま
し
た
。
で
も
、
良
く
見
る
と
、
尾

根
の
斜
面
は
、
全
域
、
５
〜
10
ｍ
幅
で
押

し
広
げ
ら
れ
て
い
る
様
で
す
。
所
々
に
、

小
段
地
形
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
目
立
つ
遺
構
は
、
山
頂
直
下
の
平
場
に

あ
り
ま
し
た
。
山
頂
斜
面
と
の
境
を
断
ち

切
る
堀
切
で
す
。
土
塁
も
残
っ
て
い
ま
す
が
、

大
木
が
斜
め
に
根
を
張
っ
て
、
自
然
界
の

逞
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。 

　
標
高
３
２
８
・
７
ｍ
の
山
頂
部
分
は
、

直
径
16
ｍ
の
平
場
（
Ⅰ
郭
）
で
し
た
。
明

ら
か
に
、
造
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
も

あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
見
晴
ら
し
の
良
い

所
で
し
ょ
う
が
、
現
在
は
、
樹
木
が
密
生

し
て
お
り
、
全
く
視
界
が
利
き
ま
せ
ん
。 

　
城
山
の
縄
張
り
は
、
ま
だ
、
続
き
ま
す
。

Ⅰ
郭
下
か
ら
、
北
東
へ
向
う
長
さ
60
ｍ
の

尾
根
の
区
画
も
、
造
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
に
、
端
部
の
長
さ
10
ｍ
の
範
囲
は
、
一
段
、

高
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
箇
所
を

徹
底
的
に
造
成
し
て
、
形
の
整
っ
た
平
場

（
Ⅱ
郭
）
が
で
き
て
い
ま
し
た
。
真
っ
平

な
地
表
面
に
驚
き
ま
し
た
。
城
山
で
、
一

番
の
造
成
地
で
す
。
た
だ
し
、
Ⅰ
郭
と
同

様
に
、
視
界
が
利
き
ま
せ
ん
。 

　
Ⅱ
郭
の
直
下
に
は
、
さ
ら
に
小
平
場
が

造
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
間
の
Ⅱ
郭
斜
面

は
、
削
り
落
と
し
の
痕
跡
が
明
確
で
す
。

こ
れ
か
ら
先
の
尾
根
は
、
１
〜
２
ｍ
幅
に

括
れ
た
岩
場
に
変
化
し
ま
す
。
こ
の
地
点

が
、
縄
張
り
の
北
東
端
で
す
。 

　
こ
う
し
て
、
８
日
の
城
山
踏
査
が
終
わ

り
ま
し
た
が
、
本
格
的
な
縄
張
り
に
、
驚

き
ま
し
た
。
城
山
だ
け
で
も
、
立
派
な
中

世
城
で
す
。
認
知
度
の
高
い
の
が
理
解
で

き
ま
す
。
今
後
の
調
査
が
楽
し
み
で
す
。

水
上
さ
ん
に
、
感
謝
で
す
。 

日平城Ⅰ郭から城山を見る 

へ
ぼ
う
ら 

と
り
で 

し
ろ
や
ま 

も
の 

み 

こ  

だ
ん 

ほ
り
き
り 

今 

平成22年８月 平成22年８月 20



一般消費者への産地情報の伝達手段 
商品の包装に 
産地情報を記載 

商品の包装に産地を知る 
ことができる方法を記載 

店内に産地情報を掲示 

店内に産地を知ることが 
できる方法を掲示 

購入カタログや注文 
画面上に産地情報を 
掲示 

メニューに産地 
情報を記載 

Ｗｅｂアドレスやお客様
相談窓口電話番号など産
地情報を入手するための
照会先を記載。 

当店は○○国産の米を
使用しています。 

当店は○○国産の米を
使用しています。 

産地情報については、
店員にお尋ねください。 

原料米の産地情報〉 
○○せんべい………国　　産 
□□あられ…………○○国産 
△△おかき…………○○国産 

………… ………… ………… ………… 
………… ………… ………… ………… 

………… ………… ………… ………… 
………… ………… ………… ………… 

取引等の記録　　22年10月～ 
産地情報の伝達　23年７月～ 

米トレーサビリティ制度が 
実施されます 
米トレーサビリティ制度が 
実施されます 

取引等の記録　　22年10月～ 
産地情報の伝達　23年７月～ 

○△食品 
製品情報 【原料米産地情報】 ※煎餅　国産 

問い合わせ先　　九州農政局消費・安全部地域第四課　�0968・25・2137

　平成21年4月に米穀事業者に対し米穀などの譲受け、譲渡しに係る情報の記録や
産地情報の伝達を義務付けることを内容とした法律が制定されました。取引などの
記録・保存は本年10月から、産地情報の伝達は平成23年7月からスタートします。 

　米や種もみをJAや業者などに出荷・販売、購入
を行った場合には、その記録を3年間保存する必要
があります。 
　なお、一般消費者への直接販売、縁故米などは記
録の作成は不要です。 
　JAへの出荷伝票は必ず3年間保存して下さい。 
 
記録事項：品名、産地、数量、年月日、取引先名、搬

入・搬出を行った場所、米穀の用途など 

　米・米加工品を他の事業者に譲渡したり、一般消
費者へ販売・提供した場合は産地情報の伝達が必要
です。 
 
○事業者間の産地情報の伝達 
　他の事業者に譲渡す場合に、伝票または商品の
容器・包装などに記載が必要です。 

○一般消費者への産地情報の伝達 
　包装への記載や店内への掲示（メニュー表など
への記載）の方法による産地情報の伝達が必要です。 

【取引などの記録の作成・保存】22年10月～ 【産地情報の伝達】23年7月～ 

平成22年５月 平成22年８月 21




